
夕
刻
の
大
竹
駅
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
、
帰
路

に
つ
く
高
校
生
た
ち
で
埋
ま
り
始
め
ま
す
。
現

在
の
跨こ

線せ
ん
橋き
ょ
うの
隣
、
線
路
を
覆
う
よ
う
に
横
断

す
る
工
事
中
の
駅
舎
と
自
由
通
路
の
鉄
骨
。
そ

の
下
を
シ
ル
バ
ー
の
車
体
の
電
車
が
滑
る
よ
う

に
入
線
し
て
き
ま
す
。

明
治
30
年
に
開
業
し
た
大
竹
駅
。
１
２
４
年
の

歴
史
の
中
で
、
こ
の
駅
を
通
り
過
ぎ
た
数あ
ま
た多
の

人
々
。
喜
び
や
悲
し
み
、一
人
一
人
の
胸
に
は
、

駅
を
舞
台
に
し
た
物
語
が
刻
ま
れ
て
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

令
和
５
年
、
大
竹
駅
は
ま
た
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
長
い
駅
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
共
に
新
時
代
の
物
語
を
つ
づ
っ
て

み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

（
４
〜
13
ペ
ー
ジ
）【
取
材　
企
画
財
政
課
】

大竹駅story
―現在 過去 未来―

大竹駅の歩み
年号 西暦 内　　容

明治
30 1897 山陽鉄道広島駅－徳山駅間の開通と同時に開業

旅客・貨物の取り扱い開始
39 1906 山陽鉄道国有化により官設鉄道駅となる。
42 1909 山陽本線の所属になる。

大正 15 1926 大竹駅－岩国駅間複線化

昭和

2 1927 玖波駅－大竹駅間複線化
15 1940 大竹駅舎改修
39 1964 横川駅－小郡駅間電化　大竹駅舎改修
47 1972 一部の特急列車が大竹駅に停車（1日2本）
49 1974 大竹駅舎完成（現在の駅舎）

50 1975 山陽新幹線全線開業に伴い大竹駅停車の特急・
急行列車廃止

62 1987 国鉄分割民営化により、西日本旅客鉄道（JR西
日本）・日本貨物鉄道（JR貨物）の駅となる。

平成
19 2007 ICOCA対応の自動改札機設置
25 2013 業務委託駅になる。

令和 5 2023 大竹駅舎（建築中の新駅舎）・東西自由通路完成
予定

0
年度

1000

62 平
成
元

5 10 15 20 25 30令
和
元

2000

3000

4000

5000

6000

7000

（人） １日平均乗客数

45 OTAKE 2021（令和3）.12OTAKE 2021（令和3）.12



大
竹
駅
前
の
工
事
現
場
を
ぐ
る
り
と
囲

ん
だ
塀
の
向
こ
う
に
、
組
み
上
げ
ら

れ
た
灰
色
の
鉄
骨
が
見
え
て
き
ま
す
。
令

和
５
年
の
春
に
完
成
予
定
の
新
駅
舎
と
自

由
通
路
の
一
部
で
す
。
令
和
２
年
12
月
に

基
礎
杭
工
事
に
着
手
し
て
か
ら
、
こ
の
夏

ご
ろ
か
ら
徐
々
に
姿
を
現
し
て
き
ま
し

た
。

　
「
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
40
％
ほ
ど

と
考
え
ら
れ
ま
す
」。
そ
う
答
え
て
く
れ

た
の
は
、
工
事
の
現
場
と
駅
と
の
調
整
を

図
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
工
事
を
進
め
て
い
く

役
割
を
担
っ
て
い
る
西
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
広
島
建
築
工
事
所
の
田た

出い
で

颯は
や
とさ
ん

と
吉よ
し
田だ

依い

那な

さ
ん
。

　

大
竹
駅
は
旅
客
駅
と
貨
物
駅
と
が
同
居

す
る
駅
。
貨
物
ヤ
ー
ド
を
含
む
た
め
、
広

島
〜
岩
国
間
の
駅
の
中
で
は
、
広
い
構
内

と
な
っ
て
お
り
、
西
口
と
東
口
と
を
結
ぶ

１
２
７
ｍ
に
及
ぶ
自
由
通
路
は
、
沿
線
の

旅
客
駅
と
比
べ
て
も
長
い
も
の
に
な
り
ま

す
。

　
「
西
側
か
ら
旅
客
の
線
路
、
ホ
ー
ム
、
貨

物
ヤ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
を
ま
た

い
で
杭
や
鉄
骨
を
施
工
す
る
と
き
に
、
お

客
様
の
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
行
う
と
い

う
と
こ
ろ
に
難
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
」。
何

よ
り
も
安
全
確
保
に
細
心
の
注
意
を
払
う

田
出
さ
ん
た
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、
工
事

は
夜
間
に
行
う
こ
と
が
多
く
、
周
辺
住
民

へ
の
配
慮
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
近
隣
の
方
に
は
、
ビ
ラ
な
ど
で
工
事

内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
音

も
で
き
る
だ
け
低
減
す
る
よ
う
に
努
め
て

施
工
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
吉

田
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。

橋
上
駅
と
な
る
新
し
い
駅
舎
。
広
島
シ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
エ
リ
ア
で
広
島
駅
以
西
で
は
、
ほ
と

ん
ど
が
橋
上
駅
に
変
わ
り
ま
し
た
。
最
近

の
駅
の
特
徴
で
、
改
札
口
と
駅
の
両
側
エ

リ
ア
を
自
由
通
路
で
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

利
用
者
の
利
便
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
「〝
Ｊ
Ｒ
大
竹
駅
デ
ザ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー

ト
〞
で
市
民
の
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
大
竹
和
紙
で
で
き
た
こ
い
の
ぼ
り

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン

を
決
め
ま
し
た
。
地
域
と
共
生
し
な
が
ら
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
駅
舎
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
新
た
に
生
ま

れ
変
わ
る
駅
舎
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ

た
２
人
で
し
た
。

令和3年10月末撮影令和3年10月末撮影

東口へと伸びてきた自由通路を前に田出さん（右）と吉田さん（左）11月11日撮影東口へと伸びてきた自由通路を前に田出さん（右）と吉田さん（左）11月11日撮影

地
域
に
愛
さ
れ
る
駅
舎
に
―

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

田
出
　
颯
さ
ん
　
吉
田 

依
那
さ
ん

大
竹
駅
周
辺
は
、
昭
和
63
年
に
『
大
竹

駅
前
地
区
市
街
地
基
本
計
画
』
を
策

定
し
、
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成

７
年
に
は
、
駅
周
辺
市
街
地
を
高
架
橋
で

結
ぶ
市
道
新
町
西
栄
線
（
自
由
通
路
）
と
、

東
口
広
場
も
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
景
気

の
低
迷
や
財
政
状
況
、
関
係
機
関
と
の
調

整
の
難
航
な
ど
の
理
由
で
、
な
か
な
か
進

展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
自

治
会
や
障
害
者
団
体
な
ど
か
ら
駅
周
辺
の

活
性
化
や
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
望
む

声
も
あ
り
、
平
成
24
年
に
『
大
竹
駅
周
辺

整
備
新
構
想
』
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

構
想
に
基
づ
き
、
駅
東
西
地
区
の
回
遊
性

の
向
上
、
駅
や
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

交
通
拠
点
・
結
節
点
の
機
能
強
化
を
目
的

に
、
駅
の
橋
上
化
や
東
口
広
場
整
備
、
憩

い
・
交
流
空
間
を
創
出
で
き
る
西
口
広
場

の
再
整
備
な
ど
、
駅
周
辺
整
備
の
一
体
的

と
な
っ
た
事
業
の
方
向
性
を
持
っ
て
、
Ｊ

Ｒ
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
平
成
30
年
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
、
市
の
３
者
で
基
本
協
定
を
締

結
。
平
成
31
年
に
詳
細
設
計
、
令
和
２
年

に
着
工
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
令
和

４
年
度
末
に
橋
上
駅
舎
と
自
由
通
路
の
完

成
、
そ
の
後
、
東
西
広
場
の
整
備
を
行
う

予
定
で
す
。

生
ま
れ
変
わ
る
大
竹
駅
。
そ
の
外
観
に

は
、
大
竹
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

　
「
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
民

や
駅
を
利
用
す
る
人
、
大
竹
高
校
の
生
徒

が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
竹
ら
し
さ
を
感
じ
る
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た〝
和
紙
〞や〝
手
描
き
こ
い
の
ぼ
り
〞

を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
」
と
話
す

の
は
、
都
市
計
画
課
の
長
戸
主
任
。

　
「
駅
の
東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
は
、
幅

員
４
ｍ
の
歩
行
者
専
用
道
路
で
す
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
、
自
由
通
路
の
出
入

り
口
側
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま

す
。
待
ち
合
い
ス
ペ
ー
ス
や
多
機
能
付
き

の
ト
イ
レ
も
整
備
し
ま
す
。
市
街
地
を
行

き
来
で
き
る
自
由
通
路
は
、
ま
ち
の
活
性

化
の
き
っ
か
け
に
な
る
要
素
を
含
ん
で
い

る
の
で
は
」
と
期
待
を
込
め
る
長
戸
主
任

で
し
た
。

東
西
に
整
備
さ
れ
る
広
場
に
は
、
送
迎

用
の
乗
用
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
降

り
で
き
る
よ
う
乗
降
場
や
駐
車
場
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
西
口
の
交
流
広
場
の

一
角
に
は
屋
根
付
き
の
ス
ペ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
用
で
き
る
予

定
で
す
。

　
「
交
流
広
場
の
活
用
な
ど
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
思
い
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」。
単
に
移
動
手
段
の
た
め
の
駅
で
は

な
く
、
人
々
が
集
い
に
ぎ
わ
う
空
間
と
な

る
こ
と
を
願
う
長
戸
主
任
で
す
。
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このイメージパースは令和３年このイメージパースは令和３年
11月時点の計画であり、今後の11月時点の計画であり、今後の
関係機関協議などにより、変更関係機関協議などにより、変更
になる可能性があります。になる可能性があります。

このイメージパースは令和３年このイメージパースは令和３年
11月時点の計画であり、今後の11月時点の計画であり、今後の
関係機関協議などにより、変更関係機関協議などにより、変更
になる可能性があります。になる可能性があります。

交流広場の活用を考えるワークショップ交流広場の活用を考えるワークショップ
を開催。熱心な意見を交わしました。を開催。熱心な意見を交わしました。

大竹らしさを感じる駅
 人々のにぎわう空間に―

都市計画課　主任

長戸　宏樹

大竹駅story
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